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1歳 6か 月児の精神発達指標,生活および
の関係テレビ・ビデオ視聴時間

齋 藤 好 子

〔論文要旨〕

1歳 6か 月児の精神発達指標や生活,テ レビ・ビデオ視聴時間の関係を探求するため,横浜市の 2区

にて質問紙法により調査した。500世帯を対象に配布し,回収率は60.0%であらた。

精神発達指標は言葉数,タト遊び時間とは正の,子 どもがテレビを視聴する時間とは負の相関があつた。

また,テ レビがついている時間と子どもが見る時間には,強い正の相関があつた。平日にテレビがつ

いている。見ている時間の長さは,タト遊び時間と負の相関があつた。そして,食事時にテレビを消して

いる世帯は,テ レビをつけたり,見ている時間が短かった。

子どものテレビ・ビデオの視聴時間を短くするには,食事時に消すことから着手することが示唆された。

Key words:1歳 6か 月児,精神発達指標,幼児の生活,テ レビ・ビデオ視聴時間
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であったテレビは,1994年 には1.5人 に 1台の   等が関連 していることを示唆する文献をまと

割合 となり,世界第 3位であったD。 そして ,
めた書籍が出版されている

の。また,1990年 に

2003年 ではテレビのある世帯割合が世界一で   は「子どものテレビ視聴法」が制定された。ア

I.は じめ に

日本でテレビ放映が1953年 に開始されてか

ら,半世紀以上経過した。放映開始当時866台

あったの。そのうえ,現在テレビ放映は24時間
なされている。そのため, 日本の子どもたちの

ほとんどは出生直後からテレビの刺激を吸収し

始める。

近年,待てない,聴けない,集中できない等 ,

もの
4,つ もい くつかある。2004年 に日本小児科

学会は 2歳以下の子どものテレビ・ビデオを長

時間見せないように等 6項 目の提言を発表 し

たの。日本小児科医会も同様の提言を行ってい

る。しかし,精神発達や生活とテレビ視聴との

関連は未だ一般化されていない。

一方,日 本よりもテレビ先進国であるアメリ

カでは,1980年 にテレビ視聴と精神発達や暴力

メリカ小児科学会は1990年 に,小児科医が両親
に対して 2歳以下の子どもにはテレビを見せな

いよう説得することを勧めた
め。子どものテレ

ビ視聴習慣形成における家族の役割の重要性

が認識されているの。テレビ・ビデオ視聴と肥

テレビにvチ ップと呼ばれる,番組をブロック

し子どもを守る装置が装備されている。メデイ

アについての教育
lDや ,テ レビを見せる時間を

短 くする教育方法の研究
。も行われている等 ,

子どもの状況の変化
のが指摘されており,子 ど   満10'lD,暴力②,学力低下1め ,注意欠陥との関

もの言語発達とテレビ視聴との関係を指摘する   係1の等が検討されている。また,ア メリカでは
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1歳6か月児の精神発達指標，

テレビ・ビデオ視聴時間の関係

生活および

齋　藤　好子

〔論文要旨〕

　1歳6か月児の精神発達指標や生活テレビ・ビデオ視聴時間の関係を探求するため，横浜市の2区

にて質問紙法により調査した。500世帯を対象に配布し，回収率は60、0％であった。

　精神発達指標は言葉数外遊び時間とは正の，子どもがテレビを視聴する時間とは負の相関があった。

　また，テレビがついている時間と子どもが見る時間には，強い正の相関があった。平日にテレビがつ

いている・見ている時間の長さは，外遊び時間と負の相関があったGそして，食事1時にテレビを消して

いる世帯は，テレビをつけたり，見ている時間が短かった。

子どものテレビ・ビデオの視聴時間を短くするには，食事時に消すことから着手することが示唆された。

Key　words：1歳6か月1児，精神発達指標，幼児の生活，テレビ・ビデオ視聴時間

1，はじめに

　日本でテレビ放映が1953年に開始されてか

ら，半世紀以上経過した。放映開始当時866台

であったテレビは，1994年忌は1．5人に1台の

割合となり，世界第3位であったユ）。そして，

2003年ではテレビのある世帯割合が世界一で

あったat。そのうえ，現在テレビ放映は24時間

なされている。そのため，日本の子どもたちの

ほとんどは出生直後からテレビの刺激：を吸収し

始める。

　近年，待てない，聴けない，集中できない等，

子どもの状況の変化3）が指摘されており，子ど

もの言語発達とテレビ視聴との関係を指摘する

もの4・　5）もいくつかある。2004年に日本小児科

学会は2歳以下の子どものテレビ・ビデオを長

時間見せないように等6項目の提言を発表し

た6）。日本小児科医会も同様の提言を行ってい

る。しかし，精神発達や生活とテレビ視聴との

関連は未だ一般化されていない。

　一方，日本よりもテレビ先進国であるアメリ

カでは．1980年にテレビ視聴と精神発達や暴力

等が関連していることを示唆する文献をまと

めた書籍が出版されている7）。また，1990年に

は「子どものテレビ視聴法」が制定された。ア

メリカ小児科学会は1990年に，小児科医が両親

に対して2歳以下の子どもにはテレビを見せな

いよう説得することを勧めた8）。子どものテレ

ビ視聴習慣形成における家族の役割の重要性

が認識されている9）。テレビ・ビデオ視聴と肥

満工。‘　ID，暴力「z），学力低下13），注意欠陥との関1：

係14）等が検討されている。また，アメリカでは

テレビにvチップと呼ばれるlt番組をブロック

し子どもを守る装置が装備されている。メディ

アについての教育15）や，テレビを見せる時間を

短くする教育方法の研究！6）も行われている等，
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テレビの影響に関する研究が深 くなされてい

る。

本研究は 1歳 6か 月児の精神発達や生活とテ

レビ・ビデオ視聴 (以下,テ レビ視聴と略す )
時間の長さの関係を精神発達指標を用いて探求

することを目的とした。精神発達や生活とテレ

ビ視聴時間の関連が明らかになれば,保護者に
対 して助言する場合に活かせると考えた。

I.方  法

1.調査期間

2005年 8月 から10月 初旬。

2.対 象

横浜市の 2区で,上記期間に 1歳 6か月児健
診を受診した子どもと保護者500組。

3.研究方法

質問紙調査法。健診会場で各保護者に説明の

うえ,質問紙を手渡した。対象者は質問紙に無
記名で回答 し,健診会場で返却または返送した。

4.精神発達指標

横浜市の 1歳 6か 月児健診で使用 している

チェックリス トの 6項 目を使用した。それらの

内容は,「大人のしぐさのまねをする,○○持っ

てきてと言うと持ってくる,保護者と遊びたが
る,他の子に関心を示す,質問に指さしで教え
る,呼びかけたときに視線が合う」である。 1
歳 6か月児の精神発達については,こ れらすべ

ての項目に該当することカツ1頁調に進んでいるひ

とつの目安である。これらの項目は田中昌人の

発達の研究0に基づいている。

5,質問項目

子どもの性別,月 齢,出生順,1歳 6か月児
健診時の身長・体重・カウプ指数,主な保育者 ,

保育者の就労状況,兄弟数,祖父母との同居状
況,発達項目に該当するか,言える言葉,外遊
び時間,好きな遊び,テ レビ台数,平 日・休日
にテレビがついている時間,平 日・休日に子ど
もがテレビを見ている時間,食事時とテレビと
した。

なお,子 どもがテレビを見ている時間は,親

小 児 保 健 研 究

が見ていると判断した時間である。

6.倫理的配慮

本研究計画は横浜市立大学医学部倫理審査会

の承認を得ている。対象者は研究目的を回頭と

文書で説明を受け,研究に同意した者のみが回
答した。

フ.分析方法

データは統計ソフ トパ ッケージ sPSS13.0」

for Windowsを 使用 し,ス ピアマンの相関係
数,独立したサンプルの t検定を用いて分析し
た。両側で 5%水準以上の場合を有意差ありと
した。

精神発達指標の信頼性はクロンバッハαで判

定 した。クロンバッハ αが0.8以上の時,非常
に信頼性が高いと考えられている。

Ⅲ。結   果

1.質問紙の回収数

配布数500に対 し,回収数300であり,回収率
は60.0%であった。

2.対象者の基本的属性

対象者の基本的属性は表 1の とおりである。

対象児300人 中,男女はほぼ同数であった。月
齢は18か月から21か 月であったが,18か月児が

91%であり,19か月児までで97%を 占めた。同

胞については,過半数の54.3%は 1人子であり,

37.0%は 2人,7.7%は 3人,1.0%が 4人以上
で,平均1.6± 0.7人であった。この値は全国と
比較してほぼ同じであったB)。

主たる保育者は 1人 を除いて母親であった。

母親は常勤者14.0%,パ ー トタイマー 5.7%,
自営業1.7%で,合計21.4%が有職者であった。
これは全国の 1～ 2歳児を持つ母親の有職率
29%よ りやや低かった。

祖父母との同居は5.6%で あり,平均家族数
は3.6± 0.8人であった。

子どもの言葉数の平均は7.8± 7.1語であり,

平日の外遊び時間の平均は84.6± 45.7分であっ

た。好きな遊びは男女とも1位「外遊び」, 2

位「屋内で体を動かす」であった。

Presented by Medical*Online
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テ レ ビ の 影 響 に 関 す る 研 究 が 深 く な さ れ て い

る 。

　 本 研 究 は 1 歳 6 か 月 児 の 精 神 発 達 や 生 活 と テ

レ ビ ・ ビ デ オ 視 聴 （ 以 下 ， テ レ ビ 視 聴 と 略 す ）

時 間 の 長 さ の 関 係 を 精 神 発 達 指 標 を 用 い て 探 求

す る こ と を 目 的 と し た 。 精 神 発 達 や 生 活 と テ レ

ビ 視 聴 時 間 の 関 連 が 明 ら か に な れ ば 保 護 者 に

対 し て 助 言 す る 場 合 に 活 か せ る と 考 え た 。

皿 ． 方 法

1 、 調 査 期 間

2 0 0 5 年 8 月 1 か ら 1 0 月 初 旬 。

2 ． 対 　 象

　 横 浜 市 の 2 区 で ， 上 記 期 間 に 1 歳 6 か 月 児 健

診 を 受 診 し た 子 ど も と 保 護 者 5 0 0 組 。

3 ． 研 究 方 法

　 質 問 紙 調 査 法 。 健 診 会 場 で 各 保 護 者 に 説 明 の

う え ， 質 問 紙 を 手 渡 し た 。 対 象 者 は 質 問 紙 に 無

記 名 で 回 答 し ， 健 診 会 場 で 返 却 ま た は 返 送 し た 。

4 ． 精 神 発 達 指 標

　 横 浜 市 の 1 歳 6 か 月 児 健 診 で 使 用 し て い る

チ ェ ッ ク リ ス ト の 6 項 目 を 使 用 し た 。 そ れ ら の

内 容 は ， 「 大 人 の し ぐ さ の ま ね を す る ， ○ ○ 持 っ

て き て と 言 う と 持 っ て く る ， 保 護 者 と 遊 び た が

る ， 他 の 子 に 関 心 を 示 す ， 質 問 に 指 さ し で 教 え

る ， 呼 び か け た と き に 視 線 が 合 う 」 で あ る 。 1

歳 6 か 月 児 の 精 神 発 達 に つ い て は ， こ れ ら す べ

て の 項 目 に 該 当 す る こ と が 順 調 に 進 ん で い る ひ

と つ の 目 安 で あ る 。 こ れ ら の 項 目 は 田 中 昌 人 の

発 達 の 研 究 1 7 ） に 基 づ い て い る 。

5 ． 質 問 項 目

　 子 ど も の 性 別 ， 月 齢 ， 出 生 順 ， 1 歳 6 か 月 児

健 診 時 の 身 長 ・ 体 重 ・ カ ウ プ 指 数 主 な 保 育 者 ，

保 育 者 の 就 労 状 況 ， 兄 弟 数 祖 父 母 と の 同 居 状

況 発 達 項 目 に 該 当 す る か ， 言 え る 言 葉 ， 外 遊

び 時 間 ， 好 き な 遊 び ， テ レ ビ 台 数 ， 平 日 ・ 休 日

に テ レ ビ が つ い て い る 時 間 ， 平 日 ・ 休 日 に 子 ど

も が テ レ ビ を 見 て い る 時 間 ， 食 事 時 と テ レ ビ と

し た 。

　 な お ， 子 ど も が テ レ ビ を 見 て い る 時 間 は ， 親

小 児 保 健 研 究

が 見 て い る と 判 断 し た 時 間 で あ る 。

6 ． 倫 理 的 配 慮

　 本 研 究 計 画 は 横 浜 市 立 大 学 医 学 部 倫 理 審 査 会

の 承 認 を 得 て い る 。 対 象 者 は 研 究 目 的 を 口 頭 と

文 書 で 説 明 を 受 け ， 研 究 に 同 意 し た 者 の み が 回

答 し た 。

7 ． 分 析 方 法

　 デ ー タ は 統 計 ソ フ ト パ ッ ケ ー ジ S P S S 1 3 ． O J

f o r 　 W i n d o w s を 使 用 し ， ス ピ ア マ ン の 相 関 係

数 独 立 し た サ ン プ ル の t 検 定 を 用 い て 分 析 し

た 。 両 側 で 5 ％ 水 準 以 上 の 場 合 を 有 意 差 あ り と

し た 。

　 精 神 発 達 指 標 の 信 頼 性 は ク ロ ン バ ッ ハ a で 判

定 し た 。 ク ロ ン バ ッ ハ a が 0 ． 8 以 上 の 時 ， 非 常

に 信 頼 性 が 高 い と 考 え ら れ て い る 。

皿 ． 結 果

1 ， 質 問 紙 の 回 収 数

　 配 布 数 5 0 0 に 対 し ， 回 収 数 3 0 0 で あ り ， 回 収 率

は 0 0 ． O ％ で あ っ た 。

2 ． 対 象 者 の 基 本 的 属 性

　 対 象 者 の 基 本 的 属 性 は 表 1 の と お り で あ る 。

対 象 児 3 0 0 人 中 ， 男 女 は ほ ぼ 同 数 で あ っ た 。 月

齢 は 1 8 か 月 か ら 2 1 か 月 で あ っ た が ， 1 8 か 月 児 が

9 1 ％ で あ り ， 1 9 か 月 児 ま で で 9 7 ％ を 占 め た 。 同

胞 に つ い て は 、 過 半 数 の 5 4 ． 3 ％ は 1 人 子 で あ り ，

3 7 ． 0 ％ は 2 人 ， 7 ． 7 ％ は 3 人 ， 1 ． 0 ％ が 4 人 以 上

で ， 平 均 1 ． 6 ± O ． 7 人 で あ っ た 。 こ の 値 は 全 国 と

比 較 し て ほ ぼ 同 じ で あ っ た 1 8 ） 。

　 主 た る 保 育 者 は 1 人 を 除 い て 母 親 で あ っ た 。

母 親 は 常 勤 者 1 4 ． 0 ％ ， パ ー ト タ イ マ ー 5 ． 7 ％ ，

自 営 業 1 ． 7 ％ で ， 合 計 2 1 。 4 ％ が 有 職 者 で あ っ た 。

こ れ は 全 国 の 1 ～ 2 歳 児 を 持 つ 母 親 の 有 職 率

2 9 ％ よ り や や 低 か っ た 。

　 祖 父 母 と の 同 居 は 5 ， 6 ％ で あ り ， 平 均 家 族 数

は 3 ． 6 ± 0 ． 8 人 で あ っ た 。

　 子 ど も の 言 葉 数 の 平 均 は 7 ． 8 ± 7 ． 1 語 で あ り ，

平 日 の 外 遊 び 時 間 の 平 均 は 8 4 ． 6 ± 4 5 ． 7 分 で あ っ

た 。 好 き な 遊 び は 男 女 と も 1 位 「 外 遊 び 」 ， 2

位 「 屋 内 で 体 を 動 か す 」 で あ っ た 。
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表 1 対象者の基本的属性

人 数

月 齢

出生順

同胞数 (本人含む)

母の就労状況

祖父母との同居

家族数

カウプ指数

言葉数

外遊び時間

1番好きな遊び

2番 目に好きな遊び

男児 :146人 (48.7%),女児 :150人 (50.0%),不 明 :4人 ¥(1.3%¥)

18か月児 :273人 (91.0%),19か 月児 :19人 (6.4%),20,21か 児 :6人 ¥(2.0%¥),
不明 :2人 ¥(0.7%¥)

第 1子 :57.0%,第 2子 :350%,第 3子 :7.3%,第 4,5子 :0.7%

1人 :54.3%, 2人 :37.0%, 3人 :7.7%, 4人 :0.7%,5人 :0.3%,平均 :1.6人

常勤者 :14.0%,パ ートタイマー :5。 7%,そ の他 (自営業等):1.7%

祖母 :2.3%,祖父 :0.7%,祖父母 :2.3%,祖父母と曾祖母 :0.3%

2人 :0.3%,3人 :51.7%,4人 :343%, 5人 :10.0%, 6人 :2.7%,平均 :3.6± 0.8人

平均15,7± 1.0

平均7.8± 71

平均84.6± 45,7分

男児 :外遊び(77.5%),女児 :外遊び(71.1%),平均 :74.2%

男児 :屋内で体動かす (38.6%),女児 :屋内で体動かす (29.5%),平均 :33.9%

表 2 精神発達指標に該当する割合 表 3 テレビに関する項目

該当 非該当 0台 :03%, 1台 :543%, 2台 :363%,
3台 :80%
4台以上十不明 :10%,平 均17台±07

テレビ台数
大人の真似 をする          287(957%)
「○○持ってきて」と言うと持ってくる 257(857%)

13(43%)
43(14.3%)

保護者と遊びたがる

ほかの子に関′とヽを示す

質問に指さしで教える

286(953%) 14(47%)
280(933%) 20(67%)
209(697%) 91(303%)

香尋言

レビをつけてい
0～馴 間噺 囲 勁 a時 間 SD=± &2

平日子どもが見る時間 0～ 8時間の範囲  平均24時 間 SD=± 12

呼びかけたときに視線が合う
平均

292(973%)  8(27%)
54項 目±095

6項 目間のクロンバ ッハ αは0517。 「質問に指さしで教える」 と 6項
目中当てはまる数との間のクロンバッハ α=o7794

3.1歳 6か 月児の精神発達の状況

精神発達の指標とした 6項 目の,それぞれに

該当する者の割合を表 2に示 した。もっとも難

しかった,「質問に指さしで教える」という項

目の該当割合は約 7割で,該当する項目数の平
均は5.4± 0.9であった。 6項 目間のクロンバッ
ハ αは0.517で あった。が, 1歳 6か 月児に特

徴的発達指標である「質問に指さしで教える」

という項目0と ,今回指標とした 6項 目のうち
該当する数との間の関連性を示すクロンバッハ

αは0.779で あった。すなわち, 1歳 6か 月児
の精神発達指標として 6項 目の該当する数を使

うことは信頼できると考えられる。

4.テ レビに関する項目について

テレビに関する項 目の結果 を表 3に示 した。

平 日テレビがついている時間の平均は6.2± 3.2

食事時とテレビ
いつもつけている :206%
時々消す :548%.つ けていない :245%

時間であり,休日の場合は6.3± 3.9時間で,ほ
ぼ同様であった。子どもが平日テレビを見る時

間の平均は2.4± 1.2時間であり,休 日は2.3土
1.6時間で,やはり同様であった。

5.精神発達指標,生活,テ レビ視聴時間の関係

精神発達指標,生活,テ レビ視聴時間の相関
を表 4に示 した。精神発達指標は言葉数,外遊
び時間と正の相関があり,平 日テレビを見る時
間,休日テレビを見る時間とは負の相関があつ
た。しかし,性別,カ ウプ指数,兄弟数,家族
数,平 日・休日にテレビをつけている時間との

間には有意な相関がみられなかった。

同胞数と,言葉数には負の,休日テレビを見
る時間には正の,弱い相関が見られた。

外遊びは精神発達指標,言葉数と弱い正の相
関があり,ま た,平 日テレビがついている時間・

休日テレビをつけてい

る時間

休 日子どもが見る時間

0～ 20時 間の範囲  平均63時 間 SD=± 39

0～85時 間の範囲 平均23時 間 SD=± 16
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表1　対象者の基本的属性

人　数

月　齢

出生順

同胞数（本人含む）

母の就労状況

祖父母との同居

家族二

二ウプ指数

言葉数

外遊び時間

1番好きな遊び

2番目に好きな遊び

男児：146人（48．7％），女児：150人（50・．O％），不明：4人（1．3％）

18か月児：273人（9LO％），19か月児：19人（6．4％），20，21か児：6人（2、O％），

不明：2人（0．7％〉

第1子：57．0％，第2子：35．0％s．第3三二7．3％，第4，5子：0．7％

1人：54．3％，2人：37．0％，3人：7．7％，4人：O．7％，5人：．0．．396，平均：1．6人

常勤者：14．0％，パ」一トタイマー：5．7％，その他（自営業等）：L7％

祖母：2．3％，祖父10．7％，祖父母12．3％，祖父母と曾祖母：0．3％．

2人：0，3％，3人：51．7％，4人：34．3％，5人＝10．0％．，6人＝2．7％，平均：3．6±0，8人

平均15，7±1．0

平均Z8±7．1

平均84．6±45．7分

男児：外遊び（77．5％），女児：外遊び（71．1％），平均：74、2％

男児：屋内で体動かす（38．6％）、女児：屋内で体動かす（29．5％〉，平均：33。9％

表2　精神発達指標に該当する割合 表3　テレビに関する項目

項　　　日 該当 非該当

大人の真似をする　　　　　　　　　　287（95．7％）　13（4．3％）

「○○持ってきて」と言うと持ってくる　257（8’5．70／o）　43（14．3％）

テレビ台数

O台：0．．3％，1台：54．3％，2．台：36．3％，

3台目8，0％

4台以上十不明・：　！．0％，平均1，7台±Q．7

保護者と遊びたがる

ほかの子に関心を示す

質問に指さしで教える

286（95，3％）　14i（，4．7％）

280（93．30／o）　20（　6，70fo）

209　（69．7％）　91　（30．30／，）

平日テレビをつけてい
　　　　　　　．0～2σ時間の範囲
る時間

平日子どもが見る時間0～8時間の範囲

平均6．2時聞SD＝±3．2

平均2．4時間SD＝土1．2

呼びかけたときに視線が合う

平均

292（97．390）　8（　2．70／e）

5，4項目±O．95

休日テレビをつけてい
　　　　　　　0－20時間の範囲る時間

休日子どもが見る時間0～8．5時間の範囲

平均6，3時間SD＝土3，9

平均2．3時間SD＝±！．6

6項目間のクロンバッハaはO．517e「質問に捲さしで教えるJと6項

目中当てはまる数との間のクロンバッハα＝0．7794
食：事時とテレビ

いっもっけている120．6％，

時々消す二54．8％、つけていない：24．5％

3．1歳6か月児の精神発達の状況

　精神発達の指標とした6項目の，それぞれに

該当する者の割合を表2に示した。もっとも難

しかった，「質問に指さしで教える」という項

目の該当割合は約7割で，該当する項目数の平

均は5．4±0．9であった。6項目間のクロンバッ

ハαはO．517であった。が，1歳6か月児に特

徴的発達指標である「質問に指さしで教える」

という項目17＞と，今回指標とした6項目のうち

該当する数との間の関連性を示すクロンバッハ

αはO．779であった。すなわち，1歳6か月児

の精神発達指標として6項目の該当する数を使

うことは信頼できると考えられる。

4，テレビに関する項目について

　テレビに関する項目の結果を表3に示した。

平日テレビがついている時間の平均は6，2±3，2

時間であり，休日の場合は6．3±3、9時間で，ほ

ぼ同．様であった。子どもが平日テレビを見る時

間の平均は2、4±1．2時間であり，休日は2．3±

1．6時間で，やはり同様であった。

5．精神発達指標，生活テレビ視聴時間の関係

　精神発達指標，生活テレビ視聴時間の相関

を表4に示した。精神発達指標は言葉数外遊

び時間と正の相関があり，平日テレビを見る時

間，休日テレビを見る時聞とは負の相関があっ

た。しかし，性別，カウプ指数兄弟数家族

数平日・休日にテレビをつけている時間との

問には有意な相関がみられなかったQ

　同胞数と、言葉数に．は負の，休日テレビを見

る時間には正の，弱い相関が見られた。

　外遊びは精神発達指標，言葉数と弱い正の相

関があり，また，平日テレビがついている時間・
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表 4 精神発達指標,生活,テ レビ視聴時間の相関 (ス ピアマンの相関係数 )

精神発達

指標
性
カウプ

指数
兄弟数 家族数 言葉数

外遊び

時間

平 日つけ

る時間

子が平 日

見る時間

休日つけ

る時間

子が休日

見る時間

精神発達指標 1 000 - 035 - 038 - 025 .330*+ - 084 - 120* -110 208

性  別 -119* - 096 - 092 - 055 - 105 - 058

カウプ指数 - 035 - 119オ 1 000 - 083 -041 - 087 -004

兄弟数 - 038 - 083 1 000 898** - 132* - 090 033 025 132*

家族数 - 025 -041 898** - 109 - 070 032

言葉数 330キ
オ - 087 - 132* -109 1 000 ― .052 - 079 ― 119亭 175

外遊び時間 150ホ - 096 - 090 - 077 1 000 277 208 - 110

平日つける - 084 - 092 - 052 - 277・ 526拿
摯

297++

子が平日見る時間 -120* - 055 - 004 032 - 079 208 526** 409中
キ 547**

休 日つける時間 - 110 - 105 023 025 - 119* - 161* 409中
中 1000 522*Ⅲ

子が休日見る時間 208 - 058 175 ― 110 547+ 522+*

子どもが見ている時間,休 日テレビがついてい

る時間と負の相関があった。

子どもが平日テレビを見る時間は平日・休日

にテレビがついている時間や休日見る時間とは

正の相関があつた。そして,子 どもが休日テレ

ビを見る時間は,言葉数と弱い負の相関がみら

れ,平 日。休日テレビがついている時間と正の

相関がみられた。

*:5%水
準で有意 (両側)*Ⅲ :1%水準で有意 (両側)

食事時にテレビを消しているか否かと生活と

の関係では,テ レビ台数,平 日・休日にテレビ

をつけている時間,子 どもが平日・休日にテレ
ビを見ている時間に有意差が見られ,食事時に
テレビを消 している者はテレビの台数が少な

く,テ レビをつけている時間,子 どもが見てい

る時間が短かった (表 5)。 家族数,精神発達
指標,言葉数,外遊びとの間には有意差が見ら

表 5 食事時のテレビと生活の関係

N 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率 (両側 )

家族数     (1言彗こぢ仄をまな|
3.70

3.60

.823

.764
295

精神発達指標     (lξ頂をまな}
5.52

5.32

.795

.989
1.770 156.335

言葉数        (1ぢ頂∵段をす
8.56

7.58

7.434

6.988
.999 .318

外遊び時間      (1:頂∵僕:} 91.20

82.36

49.092

44.352
1.448 .149

テレビ所有台数    (1:頂∵まを}
1.33

1.62

.553

718
-3.538 163 669

平日ついている剛 猥ぢ頂∵僕割 4.17

6.84

2.286

3.204
-7.868 178.192 .000(**)

平日子どもが見る時間 (1ぢ頂をま
'す

1.98

2.57

1.146

1.266
-3.542 295 .000(*十 )

休日ついている躙 猥な頂∵段割 4 01

7.13

2.483

3 715
-8 102 186.395 .000 (**)

休日子どもが見る時間  (lE頂
をま

'|

1.64

2.46

1.041

1.647
-4.691 177.009 .000 (**)
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表4　精神発達指標．生活．テレビ視聴時間の相関（スピアマンの相関係数）

精神発達

@指標
性

カウプ

w数
兄弟数 家族数 言葉数

外遊び

條ﾔ

乎日づけ

骼條ﾔ

子が平日

ｩる時聞

休日つけ

骼條ﾔ

子が休日

ｩる時間

精神発達指標 1，000 ．106 一．035 一．Q38 一．025 ，330韓 ．150‘ 一．084 一．120零 一，110 一．208鴨

性別 ．106 LOOO 一．119掌 ，008 、OO1 ．141● 一，096 一，092 一．055 一．105 一．058

カウプ指数 一．035 一．119．「 1，000 一，083 一．041 一，087 ．068 ，012 一．004 ．Q23 ．020

兄弟数 一．038 ．oo8 一．083 1，000 ．898噛電 一．132喰 一．090 O33 ．041 ．025 ，132＊

家族数 一．025 ．001 一．041 ．898料こ LOOO 一．109 一．070 ，040 ．032 ．018 ．105

言葉数 ，330斜 ．141毒 一．087 一．132罹 一．109 1，000 ．119廓
一．．O52 一。079 一．119昂 一。175．。

外遊び時間 ．工50ネ 一．096 ．068 一．、O90 一．077 ．119啄 1，000 一．277。’ 一、208。’ 一ユ61’● 一，110

平日つける 一．084 一、092 、012 033 ．040 一．052 一．277鵜 1，000 ．526離取 ．611艸 ．297桝

子が平日見る時間 一．工2ぴ 一．056 一．0（蝿 ．041 ．032 一．079 一．208鱒 ．526料 工，ooo 一409料 ．547纏

休日つける時間 一．110 一，105 ．023 ．025 018 一．119事 一ユ61＊● ．611軸 ，409棚 LOOO 、522興

子が休日見る時間 一．208●’ 一．058 ，Q20 ，132串 ，105 一．1756● 一．110 ．297零。 ，547輔 ．522榊 LOOO

喉：596水準で有意（両側）　紳：1％水準で有意（両側）

子どもが見ている時間，休日テレビがついてい

る時間と負の相関があった。

　子どもが平日テレビを見る時問は平日・休日

にテレビがついている時間や休日見る時間とは

正の相関があった。そして，子どもが休日テレ

ビを見る時間は，言葉数と弱い負の相関がみら

れ，平日・休日テレビがついている時間と正の

相関がみられた。

　食事時にテレビを消しているか否かと生活と

の関係では，テレビ台数平日・休日にテレビ

をつけている時間，子どもが平日・休日にテレ

ビを見ている時間に有意差が見られ，食事時に

テレビを消している者はテレビの台数が少な

く，テレビをつけている時間，子どもが見てい

る時間が短かった（表5）。家族数，精神発達

指標，言葉数外遊びとの間には有意差が見ら

表5　食事．時のテレビと生活の関係

N 平均値 標準偏差 t値 自由度 有意確率（両側）

　　　　　　　　（食事一ついていない）家族数　　　　　　　　　（食事時ついている） 74

Q23

3．70

R．60

．823

D764
．974 295 ．331

　　　　　　　　　　　（ついていない）精神発達指標　　　　　　　　　　　　くついている） 75

Q25

5．52

Tβ2

C795

D989
1，770 156，335 ．079

　　　　　　　　　　　（ついていない）言葉数　　　　　　　　　　　　（ついている） 70

Q18

8．56

V．58

一7，434

U，988
、999 286 ．318

　　　　　　　　　　　（ついていない）外遊び時間　　　　　　　　　　　　（ついている） 75

Q18

91．20

W2．36

49，092　　－

S4，352
1，448 291 ．149

　　　　　　　　　　　（ついていない）テレビ所有台数　　　　　　　　　　　　（ついている） 75

Q24

L33
k62

．553

C718
一3．538 163，669 ，001（＊＊）

　　　　　　　　　　　（ついていない）平日ついている時間　　　　　　　　　　　　（ついている） 75

Q23

4．17

U．84

2286
R，204

一7．868 178，192 ．000（＊摩）

　　　　　　　　　　　（ついていない）平日子どもが見る時間　　　　　　　　　　　　（ついている） 75

Q22

1．98

Q．57

1，146

P，266
一3．542 295 ．000（＊＊）

　　　　　　　　　　　（ついていない）休日ついている時間　　　　　　　　　　　　（ついている） 73

Q16

4．01

V．13

2，483

R．7151
一8。102 186，395 ．000（＊＊）

　　　　　　　　　　　（ついていない）休日子どもが見る時間　　　　　　　　　　　　（ついている） 66

Q01

1．64

Q．46

1，041

k647
一4．691 177，009 ．000（＊＊）
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れなかった。

Ⅳ.考   察

1.横浜市2区の1歳 6か 月児の特徴

今回のサンプルでは,過半数の子どもが第 1

子であり,90%以上の子どもの同胞が本人を含
めて 1人または 2人であった。そして,祖父母
との同居は5.7%に とどまっていた。全国で児

童のいる三世代世帯の割合は22.5%であるDか

ら,横浜の割合は全国よりも低かった。サンプ
ルは核家族が大部分であると同時に,その構成
人員も少ないという特徴がある。

母親の就労率はパートを含めても約 2割であ

る。すなわち多くの子どもは 1日 中母親と生活

を共にしており,受ける影響の大きいことが推
察される。

子どもが好きな遊びは男女とも「外遊び」が

1位を占めていたが,平均夕1遊び時間は85分で

あり,十分な時間とはいえないだろう。好きな
遊びの2位は,やはり男女とも「屋内で体を動
かす」であった。これらは,こ の年齢の子ども

はじっとしているよりも体を動かしたいという

欲求が大きいことを示していると考えられる。

児童一般の好きな遊びで,1位は男児ではミ
ニカー,女児では歌・踊りで,テ レビが男女と

も2位である。。しかし,普段の遊びの 1位は

男女ともテレビであり, 2位 は男児ではミニ

カー,女児ではお絵かきであった。児童一般で
は,好 きな遊びよりも手軽なテレビが優先され
ていることが推察される。子どもをテレビ漬け

にさせない工夫が必要であろう。

2.精神発達指標とテレビ視聴時間の関係

今回の調査結果では,1歳 6か 月児が平日見
る時間の平均は2.4± 1.2時間であり,休 日は2.3

±1.6時 間であつた。加納 らの調査のではこの

年齢のテレビ視聴時間は2.1± 1.5時間で,ほぼ

同様であった。

今回の調査では,1歳 6か 月児の精神発達指
標 と,子 どもが平 日・休 日にテレビを視聴す
る時間の長さとの間に負の相関があつた。こ

の関連性はそれほど強いものではないが (平

日― 。120*,休 日一 .208**),1歳 6か 月の時

点ですでに関係が示唆されたことは重要であ
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る。精神発達や言葉数がテレビを見る時間と負

の相関が見られたことは,加納らのの研究結果
とほぼ同様である。

1歳 6か月の時点では,精神発達指標と平日・

休日に子どもが見る,見ないに関わりなくテレ
ビがついている長さの間には有意な相関関係は

みられなかった。

しかし,平 日・休日にテレビがついている長
さと,子 どもが平 日・休 日見る時間には強い

正の相関があった (平 日ついていると平 日見

る .526**,休 日ついていると休日見る .522**)。

そして,子 どもがもっとも好きな遊びである

外遊び時間は,特に平日テレビをつけていたり,

子どもが見ている時間の長さと負の相関が見ら

れた。

すなわち,テ レビがついている時間が長けれ

ば,子 どもが見る時間も長くなる。それに伴い,

精神発達や外遊び時間にも影響が出るというこ

とが考えられる。

また,同胞との関係では,同胞が多い方が言
葉数は少なく,休日にテレビを見ている時間が
長い傾向がみられた。これは,子 どもの数が多
くなると,保護者は子どもたちを一緒にテレビ

を見せ,その結果テレビを見る時間が長くなり,

言葉数に影響が出ていることが推察される。

一方,食事時にテレビを消している者は3割
未満であったが,つけている者に比べて,テ レ
ビをつけている時間,子 どもが見ている時間が

短かった。それ故,親 と一緒に話し合い,ま ず,

食事時に消すことを実施することで,テ レビが
ついている時間や子どもの視聴時間を短縮でき

るであろう。食事時は親子が向き合い,会話が

増加することが期待できる。さらに,子 どもが
一層外でのびのびと遊び,発達していくことに
つながる可能性がある。

子どもが十分に体を動かしたり,人 との関わ

りを充実させて生活できるよう,周囲の大人は

配慮したい。テレビよりも,人や自然と関わる

体験を沢山積み重ねることで,昨今いわれてい

る聴けない,待てない,集中できない,と いう
ような現象は,少なくなると考える。

V.研究の限界

本研究の限界として,調査用紙の回収率が
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れなかった。

N．考 察

1．横浜市2区の1歳6か月児の特徴

　今回のサンプルでは，過半数の子どもが第1

子であり，90％以上の子どもの同胞が本人を含

めて1人または2人であった。そして，祖父母

との同居は5．7％にとどまっていた。全国で児

童のいる三世代世帯の割合は22．5％である18）か

ら，横浜の割合は全国よりも低かった。サンプ

ルは核家族が大部分であると同時に，その構成

人員も少ないという特徴がある。

　母親の就労率はパートを含めても約2割であ

る。すなわち多くの子どもは1日中母親と生活

を共にしており，受ける影響の大きいことが推

察される。

　子どもが好きな遊びは男女とも「外遊び」が

1位を占めていたが，平均外遊び時間は85分で

あり，十分な時間とはいえないだろう。好きな

遊びの2位は，やはり男女とも「屋内で体を動

かす」であった。これらは，この年齢の子ども

はじっとしているよりも体を動かしたいという

欲求が大きいことを示していると考えられる。

　児童一般の好きな遊びで，1位：は男児ではミ

ニカー，女児では歌・踊りで，テレビが男女と

も2位である18）’。しかし，普段の遊びの1位は

男女ともテレビであり，2位は男児ではミニ

カー，女児ではお絵かきであった。児童一般で

は，好きな遊びよりも手軽なテレビが優先され

ていることが推察される。子どもをテレビ漬け

にさせない工夫が必要であろう。

2．精神発達指標とテレビ視聴時間の関係

　今回の調査結果では，1歳6か月児が平日見

る時間の平均は2．4±1．2時間であり，休日は2．3

±1．6時間であった。加納らの調査4）ではこの

年齢のテレビ視聴時間は2．1±1．5時間で，ほぼ

同様であった。

　今回の調査では，1歳6か月児の精神発達指

標と，子どもが平日・休日にテレビを視聴す

る時間の長さとの間に負の相関があった。こ

の関連性はそれほど強いものではないが（平

日一．120＊，休日一．208＊＊〉，ユ歳6か月の時

点ですでに関係が示唆されたことは重要であ
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る。精神発達や言葉数がテレビを見る時闘と負

の相関が見られたことは，加納ら4’）の研究結果

とほぼ同様である。

　1歳6か月の時点では，精神発達指標と平日・

休日に子どもが見る，見ないに関わりなくテレ

ビがついている長さの間には有意な相関関係は

みられなかった。

　しかし，平日・休日にテレビがついている長

さと．子どもが平日・休日見る時間には強い

正の相関があうた（平日ついていると平日見

る．526“＊，休日ついていると休日見る，522＊＊）。

　そして，子どもがもっとも好きな遊びである

外遊び時間は，特に平日テレビをつけていたり，

子どもが見ている時間の長さと負の相関が見ら

れた。

　すなわち，テレビがついている時間が長けれ

ば子どもが見る．時間も長くなる。それに伴い，

精神発達や外遊び時間にも、影響が出るというこ

とが考えられる。

　また，同胞との関係では，同胞が多い方が言

葉数は少なく，休日にテレビを見ている時間が

長い傾向がみられた。これは，子どもの数が多

くなると，保護者は子どもたちを一緒にテレビ

を見せ，その結果テレビを見る時間が長くなり，

言葉数に影響が出ていることが推察される。

　一方，食事時にテレビを消している者は3割

未満であったが，つけている者に比べて，テレ

ビをつけている時間，子どもが見ている時間が

短かった。それ故，親と一緒に話し合い，まず，

食事時に消すことを実施することで，テレビが

ついている時間や子どもの視聴時間を短縮．でき

るであろう。食事時は親子が向き合い，会話が

増加することが期待できる。さらに，子どもが

一層外でのびのびと遊び，発達していくことに

つながる可能性がある。

　子どもが十分に体を動かしたり，人との関わ

りを充実させて生活できるよう，周囲の大人は

配慮：したい。テレビよりも，人や自然と関わる

体験を沢山積み重ねることで，昨今いわれてい

る聴けない，待てない，集中できない，という

ような現象は，少なくなると考える。

V．研究の限界

：本研究の限界として，調査用紙の回収率が
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60.0%であり, 1歳 6か 月児の全体を代表して

いるとはいい難い。

また,今回の研究結果はテレビ視聴時間と 1

歳 6か 月児の発達指標や,外遊び時間が関連し
ているという段階でしかない。今後は, 3歳 に

なったときの精神発達や遊び等とテレビ視聴時

間の関係を追跡したり,保護者と共にテレビの

見方を考え,視聴時間の変化と子どもの変化を

追うような介入研究を実施して,テ レビの長時

間視聴と精神発達,生活の関係をさらに探求す
べきであろう。
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Isummary]
This study investigated the relationship between

a mental development index for 18-month-old

infants, their daily life and their television/video

viewing hours through the use of a questionnaire.

The participant sample included lS-month-old in-
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60．0％であり，1歳6か月児の全体を代表して

いるとはいい難iい。

　また，今回の研究結果はテレビ視聴時間と1

歳6か月児の発達指標や、．外遊び時間が関連し

ているという段階でしかない。今後は，3歳に

なったときの精神発達や．遊び等とテレビ視聴時

間の関係を追跡したり，保護者と共にテレビの

見方を考え、視聴時間の変化．と子どもの変化を

追うような介入研究を実施して，テレビの長時

間視聴と精神発達，生活の関係をさらに探求す

べきであろう。
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　なお，本研究の要旨は日本地域看護学会第9回学

術集会にて発表した、
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（Summary）

　This　／study　investigated　the　relationship　between

a　mental　development　index　for　18－month－old

infants，　their　daily　li，fe　and　their　television／video

viewing　hours　through　the　use　of　a　questionnaire．

The　participant　sample　included　18－monthrold　in一
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fants and their parents who were resident in two

separate wards of Yokohama City. The question‐

naire was distributed to 500 households from which

300 responses were received. The respottse rate

was 60.0%.

The mental development index had a positive cor‐

relation with the number of woFdS an infant could

use, and with the amount of tirne spent playing

outside the home. In contrast, there was a nega―

tive correlation with regard to the number of hours

that infants watched television/video on weekdays/

weekends.

In addition, there was a strong correlation be―

tween the number of hours that infants watched

television on weekdays/weekends and the number

Of the hours the television/video was switched on.

115

Both the number of hours the television/video was

switched on and the number of hours that infants

watched television on weekdays were negatively

correlated with the amount of time spent playing

outside the home. It was found that families who

switched off the television/video at mealtimes were

able to reduce the hours of swiched on and infants

watched it less.

It appeals that switching off the television,/video

at mealtimes may be a useful starting point for par-

ents in helping to reduce the total amount of view-

ing time for infants

[Key words)

l8-month-old infants, a mental development index,

inJants' daily life, television/video viewing hours
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fants　and　their　par／ents　who　were　resident　in　two

separate　wards　of　Yokohama　City，　The　question－

naire　was　distributed　to　500・　households　from　which

300　responses　were　received．　The　respohse　rate

was　oo．090，

　　The　mental　development　index　had　a　positive　cor－

relation　with　the　number　of　words　an　infant　could

use，　and　with　the　amount，　of　time　spent　playing

outside　the　home．　in　contrast，　there　was　a　nega－

tive　correlation　with　regard　to　the．　number　of　hours

that　infaエ1ts　watched　television／video　on　weekdays／

we・ekends　．

　　In　addition，　there　was　a　strong　correlation　be－

tween　the　number　of　hours　that　infants　watched

television　on　weekdays／weekends　and　the　number

of　the　hours　the　television／video　was　switched　on．

Both　the　number　of　hours　the　teleVision／Video　was

switched　on　and　the　number　of　ho・urs・　that　infants

watched　tel／evision　on　weekdays　were　negatively

correlated　with　the　amount　ef　time　spent　：playing

outside　the　home．　lt　was　found　that　families　who

switched　off　the　television／video　at血ealtimes　were

able　to　reduce　the　hours　of　swiched　on　and血fants

watched　it　less　．

　　It　appeals　that　switching　off　the　television／video

at　mea1血1es　may　be　a　usefUl　starting　point　for　par－

ents　in　helping　to　reduce　the　total　amount　of　view－

ing　time　for　infants．　；

（Key　words）

18－month－old　infants，　a　menta1　development　index，

infants’　daily　life　，　television／video　viewing　hours


